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Governance
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グループ全体の企業価値の向上と強固な経営基盤の構築を通じて、
お客様に信頼され、社会に貢献し続けるという経営基本方針を
実現するため、責任ある経営体制の確立と、経営の透明性向上並びに
経営に対する監視・監督機能の強化に努めることで、
ガバナンスの強化を図っています。
また、当社および関係会社新社長就任により事業改革を推進しています。

G
基本的な考え方

ガバナンス
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コーポレートガバナンス体制

コーポレートガバナンス

コンプライアンス

取締役会
　当社の取締役会は、経営の監督機能が適切に発揮される
よう、当社の持続的な成長と中長期的な企業価値向上に
資する資質を備えた構成としています。2024年度当初は
取締役7名（うち独立社外取締役2名）、監査役3名の計10
名で構成していましたが、2024年6月27日の株主総会に
て、新たに1名の社外取締役を選任し、以降は、取締役8名

（うち独立社外取締役3名）、監査役3名の計11名で構成し
ています。
　取締役会は、原則として月1回の開催のほか決算承認な
ど、2024年度は年間19回開催し、当社および当社グルー
プの重要な経営方針の決定、業務執行の監督、業務執行状

　不二サッシでは、法令違反や社内規定違反を相談する窓
口として、内部通報制度である「企業倫理ホットライン」を
設けています。社内報に「企業倫理ホットライン」の通報先
を掲出するなど社内周知を行い、第三者機関の窓口を利用
することで、通報者の保護と適正な処理を行い、問題の早
期発見と解決を図っています。
　さらに、2022年6月から従業員100名以上の6拠点に相
談窓口を新設し、窓口を増やすことで通報しやすい環境づ
くりに努めています。2024年度は、これに係る各拠点の
担当者に、オンラインにて意見交換会を実施し、課題や対
応を共有しました。また、その運用・通報状況について取締
役会および監査役会で報告を行うとともに、当社グループ
内のイントラネットで開示しています。

況の報告などを行いました。また、株主総会後は、議案・報
告のほか、当社グループの企業価値向上に向け、取締役会
で討議を行っています。

監査役会
　当社の監査役会は、現在、常勤監査役1名、社外監査役
2名（うち独立役員1名）の計3名で構成しています。監査役
会は、会社の内部統制システムや内部監査部門、会計監査
人との緊密な連携を図りつつ、監査役会が定めた監査方針
に従って年度の監査計画に基づく監査を実施し、監査役会
において、監査の実施状況や結果に関する情報の共有、意
見の交換を行っています。また、2024年度は、主要営業拠
点の一つである大阪支店に監査役3名が現地往査を行い
ました。

主な機関の概要
ホットライン

コンプライアンスセミナー
　2024年度は、前年度に引き続き、重点的に意識改革を
行うべく｢みんなで考えよう！ ハラスメント防止のため
に」と題し、セクハラ・パワハラに関するディスカッション
を中心に90分の対面講義およびグループディスカッショ
ンをグループ会社11拠点で実施しました。各グループで
活発な意見交換が行われ、様々な回答結果を共有し、コン
プライアンス意識の向上につなげることができました。
　また、例年と同様に、以下の動画を作成し全従業員に受
講してもらい、知識を深める機会を設けました。

コンプライアンスの推進
受講形態 コンテンツ 担当部門

必須 認識の違いを理解し、心理的安全性の高い
企業グループを目指していきましょう！

コーポレート
ガバナンス部

必須 このテーマは押さえておきたい!
不二サッシグループのサステナビリティ2024

サステナビリティ
推進室

動画による研修テーマ

日程 2025.01.16 2025.01.24 2025.02.07 2025.02.17

部署・拠点 不二サッシ
リニューアル

不二サッシ
中四国

日海
不二サッシ

不二サッシ
関西

受講者数（名） 55 11 67 23

日程 2025.02.17 2025.02.18 2025.03.06 2025.03.07

部署・拠点 不二サッシ
東海

奈良
不二サッシ

不二サッシ
東北(仙台)

不二サッシ
東北(盛岡)

受講者数（名） 20 25 63 12

日程 2025.03.11 2025.03.13 2025.03.14

部署・拠点 不二サッシ
関東 東亜サッシ 不二サッシ

九州
受講者数（名） 77 15 54

対面による実施セミナー各拠点の受講者数

※不二サッシ東海、不二サッシ関東はリモート受講者を含む

　現地開催（リモートを含む）で422名、動画視聴によるセ
ミナーで2,135名の役職員が受講しました。
　今後もコンプライアンス浸透のため、動画や対面を織り
交ぜたセミナーを推進していきます。

　取締役会が有効に機能しているかを検証するため、
2024年度において、各取締役による自己評価などを実施
し、運営面の確保および審議の内容に関して分析し、多角
的な検討や審議につながるよう努めました。
　また、2023年の7月から取締役会で行っている｢討議事
項」については、議論に参加する雰囲気は醸成され、良い影
響を与えていると多数の評価がありました。

報酬の決定に関する方針
　取締役会において、取締役の個人別の報酬などの内容
に係る決定方針を決議しています。取締役および執行役
員の報酬に関しては、独立社外取締役が参画する「役員人
事・報酬協議会」において、個別役員の報酬額の案を協議
の上策定し、取締役会において決定しています。

実効性評価

役員報酬

多様性の観点においては、当社の組織風土や執行側の意識か
ら短期的には現行体制を継続する方が緩やかな改革に進ん
でいけると考える。一方で中長期的には特に外国人取締役の
登用を検討し、グローバル経営が必要であると考える。

収益性向上策(現行施策の進捗把握・新たな施策の検討)は継続
させるべき。加えて、今後のPBR向上のためには成長性に資す
る施策(事業ポートフォリオ見直しに加え、ESG推進・人的資本
への投資・エンゲージメント改善など非財務面の施策も含む）
の検討は必須と考える。

社外役員の意見

社内役員の意見

　取締役会は今後も経営戦略を決定・推進する機関とし
て、中期経営計画およびコーポレートガバナンス・コード
の方針に基づき、業績回復に向けた議論をさらに深めてい
く必要があります。引き続き取締役会の監督機能を強化す
るとともに、企業の持続的な成長に資することによって、
実効的な監督、ガバナンスの強化につなげていきます。

価値創造の基盤
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社会の期待に応える商品・製品づくりを追求します
人権を尊重した公正な事業活動を実践します
地域社会との協働を行います

S
基本方針

ハイライト（不二サッシ単体）
管理職に占める女性の割合 障がい者雇用率 定年後再雇用の割合 育児支援制度利用者数

(内男性3名)
5.1％ 2.5％ 95.0％ 30名

社会

環 境

社 会ガバナンス

Social Socialお客様とともに 社会とともに

44%
修理依頼21%

その他

23%

商品に関する
お問い合わせ

7%苦情・クレーム
5%部品購入

不二サッシグループは、コンプライアンス経営の一環として、
製品安全を経営上の責務と位置付け、お客様に安心・安全な製
品をお届けするために、グループ全体で製造・販売する製品の
安全確保に努め、社会に貢献し、信頼される企業
となるよう積極的に取り組んでいきます。

不二サッシグループ　品質保証体制 不二サッシグループ　製品安全行動指針

Web 【 トップ > 企業情報 > 製品安全行動指針 】

2024年度「お客様相談窓口」
受付内容の内訳

苦情処理対応
　お客様の苦情・クレームは担当拠点が受け付け、調査・対
応し、電子申請された情報を品質保証部で管理します。改
善が必要な場合は再評価システムで分析・検討し、恒久対
策を実施します。対策情報は各部門に共有され再発防止や
新商品開発の際の確認事項としても活用されています。

安全・品質確保の取り組み 安全・品質維持の取り組み

不二サッシ 建物管理者・建物所有者・使用者

使　用開発 製造 施工 引渡し

水平展開

電子申請された情報

再評価システム

注意喚起
●取扱説明書　　●Webサイト 

設
計
品
質

製
造
品
質

施
工
品
質

フリーコール

アフターメンテナンス

現地作業体制
（全国）

メンテナンス
金具供給体制
（30年）

分析

評価

検討標準化

製品品質・安全への取り組み

コンプライアンス経営に基づいた安心・安全で地球環境に優し
い商品づくりを通して、グループ全体で顧客満足に徹し、会社
業績の貢献に向け邁進する。

基 本 方 針

ISO9001・JIS取得状況
　各生産拠点でISO9001およびJISマーク表示制度を取
得するとともに、それに則った品質マネジメントシステム
を構築し、グループ全体で品質管理活動の取り組みを強化
することで、品質レベルの維持向上を図っています。

お客様相談窓口
　お客様からのフリーコールによるメンテナンス部品の購
入や修理の依頼などに対しては、お客様の在住エリアを認
識し、直接、担当地域の窓口へ迅速につながる転送システム
を採用し、お客様満足の向上につなげています。

品質管理活動報告

CS推進活動報告

事業と社会のつながり

　不二サッシと不二ライトメタルが開発した「アルミ板・
形材加工面への染色技術」が、令和５年度日本アルミニウ
ム協会賞の「開発奨励賞」を受賞しました。この賞は、選考
委員会から推薦された開発製品に贈られるものです。この
染色技術を応用し、日海不二サッシが得意とする“デザイ
ンパンチングパネル”の表面色と孔加工面を異なる色で染
色することで、角度によって色味が変化し、立体感や奥行
きを演出するなど、新たな付加価値を提供します。今後も
当社が持つ技術を活用し、革新的な製品開発に取り組み、
社会に貢献する商品やサービスを提供していきます。

　不二倉業は、能登半島地震の
復興支援の一環として、石川県
から産業廃棄物収集運搬業の
許可を取得し、アームロール車
2台を導入して災害廃棄物など
の収集運搬に取り組んでいます。

　不二サッシグループでは、DX（デジタルトランスフォー
メーション）のグランドデザイン（中長期的なゴール）を定
め、2023年度に不二サッシ管理本部が中心となってIT戦
略構築プロジェクトを立ち上げました。
　外部環境として2025年問題に象徴されるように労働
人口の減少が深刻化しており、企業にとって人材確保がま
すます難しくなっています。当社もこの影響を避けること
はできず、持続的な成長のためには生産性の抜本的な向上
が不可欠です。そこで、デジタル技術の積極的な導入によ
る生産設備の自動化やデータの一元化、部分最適や属人化
による業務分断の解消といった業務改革に取り組む必要
があります。
　現在はプロジェクトの第一段階として、IT環境の整備や
基幹システムの刷新、ITガバナンスの強化を全社一丸となっ
て進めており、これによりデジタル技術を活用した業務プロ
セスの変革や、顧客への新たな価値提供を目指しています。
　さらに、当社グループのコアである製造部門では、省人
化を目的としたDXに加えてロボット導入も推進していま
す。これらによる切断機などの製造設備の24時間稼働、ま
た、工作図レス化・AI利用や工場機械データ連携などの多
岐にわたる施策に取り組み、さらなる生産性向上や人員不
足解消を進めていきます。
　私たちはこれからもDXおよび製造自動化を通じて持続
的な成長を実現し、社会やお客様から選ばれ続ける企業で
ありたいと考えています。

　「プロダクトオブザイヤー2024」（日本商環境デザイン
協会主催）で、「アルビームプラスデザインパンチングパネ
ルシステム」が準グランプリを受賞しました。審査では「無
機質なパンチングパネルを有機的かつ美しく表現し、グラ
デーション塗装やLEDとの組み合わせで躍動感と優美さ
を備えたプロダクトに昇華させている」と高く評価されま
した。無限の可能性を秘めたデザインパンチングパネル
は、今後、建材にとどまらず、様々な分野での活用が期待さ
れています。

令和5年度日本アルミニウム協会賞
「開発奨励賞」を受賞

令和６年能登半島地震の復興支援事業

社会的な労働力不足への対応（DX、自動化）

「プロダクトオブザイヤー2024」準グランプリを受賞

材を採用し、不二サッシグループ向け作図・訂正業務を拡
大しています。また、これまで東南アジア向けにサッシ、
カーテンウォール（ガレリアタイプ）を生産してきました
が、2024年度には初めてユニットカーテンウォール（ガ
ラス組み込み）の出荷を完了しました。今後はこの分野の
生産拠点としての地位確立を目指します。

　人口1億人超・平均年齢20代と若い労働力が豊富なフィ
リピンにおいて、不二サッシフィリピン社の設計センター
では設計者不足が進む日本市場に対応するため、優秀な人

不二サッシフィリピン社

授賞式にて

盾・表彰状 日海不二サッシ エントランスの壁面

染色例

社
　
　
会

社
　
　
会

価値創造の基盤 価値創造の基盤
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　日本で7年間一人暮らしをした後、ついに妻と息子を日本
に呼び寄せ、一緒に暮らせるようになりました。会社の温か
いサポートのおかげで、この夢を実現することができ、本当
にうれしく思っています。
　しかし、新しい言葉や文化に慣れるのは決して簡単なこ
とではありませんでした。息子は6歳で日本に来ましたが、
フィリピンで重度の難聴と診断されており、左耳には補聴
器を装着し、右耳は聞こえません。それでも私は、日本の優
れた医療制度があれば、息子の未来は明るいと信じていま
した。そのような困難がある中でも、息子はひらがな、カタ
カナ、そして漢字の学習にも一生懸命取り組み、熱心に日本
語を覚え始めました。現在では小学3年生になり、友達や先
生、大人たちとのコミュニケーションも増え、新しい環境の
中で順調に成長しています。病院や学校とのやりとりを助
けてくれた日本語教育のサポートは、特に大きな支えとな
りました。また、職場の皆さん、上司、同僚、友人たちの励ま
しや協力にも、心から感謝しています。
　今では、家族との生活もすっかり日常となり、楽しい日々
を過ごしています。家族とともに暮らせることで、私の人生
はより豊かで意義深いもの
になりました。今や私たちの
故郷と呼べるこの国で、家族
とともに暮らし、働き、成長
できることに、日々感謝して
います。

夢の実現：家族との再会、そして日本での新たな生活
VOICE

不二サッシ　東京支店 設計部　ボリナ・レスターマーク

Social

人権の尊重

人的資本経営の推進

不二サッシグループ人権方針

　2024年度にエンゲージメントサーベイを導入し、実施
した結果、スコアとしてはベンチマークを下回る結果では
ありましたが、初年度としては、当然の結果であり、従業員
の本音を引き出すことができたのではないかと考えられ
ます。
　サーベイ後、グループごとに振り返りを行い、課題を挙
げ、2025年度はそれぞれに対する対策を実行していきま
す。また、エンゲージメントの重要性や目的の周知が十分
ではなかったという反省点も踏まえ、勉強会や振り返りを
繰り返すことで、会社と従業員がWin-Winとなれる関係
を構築してまいります。

サーベイ実施後の振り返りと今後の対策

従業員とともに

ボリナ・レスターマークさん一家

　当社では、社員の育成を目的に多様な教育訓練を実施し
ており、研修制度や通信教育支援、資格手当、自己申告によ
る人材配置、公正な人事制度などに取り組んでいます。

＜1day仕事体験・インターンシップの実施＞
　社名の認知度向上を目的に、毎年「不二サッシを知る」を
テーマとした1day仕事体験を実施しています。この体験
では、身近な存在である同社の製品が実はまちの景観づく
りに貢献していることを実感でき、グループワークや若手
社員との懇談会を通じて、学生の理解促進と社員のエン
ゲージメント向上にもつながっています。また、社会貢献
の一環として毎年インターンシップを実施し、学生にサッ
シの性能試験や表面処理
実験を体験してもらうこ
とで、ものづくりへの理
解を深めてもらっていま
す。学生からの改善提案
も受け入れながら、双方
にとって有益な機会と
なっており、今後も大学
と連携し、将来設計を考
える場として継続して取
り組んでいきます。

教育・キャリア支援

実習風景（インターンシップにて）

＜不二サッシS・C株式会社の設立＞
　当社では、持続可能な施工能力の維持を目的に、若い
サッシ施工技能者を雇用･育成する｢不二サッシ施工技
能者育成プロジェクト｣を発足させ、その専担会社とし
て、新たに「不二サッシS･C株式会社」を設立しました。
建設業には依然として「3K」（「きつい」「汚い」「危険」）の
イメージが根強く残っています。しかし、これを「新しい
3K」、すなわち「給与」「休暇」「希望」へと転換することで、
多くの若い施工技能者の入職を目指しています。本プロ
ジェクトを通じ、「少子高齢化社会への対応」と「技能の伝
承」の両立に取り組んでいきます。

　当社では、女性社員の活躍と多能工化を目指し、実務ス
キルの向上と業務理解の深化に取り組んでいます。営業・
設計・積算ごとに目標を定め、ソフト操作の習得や勉強会
などでスキルアップを推進し、建築図面やサッシ構造の
理解、積算試験への挑戦を通じて専門性を高め、他部門と
の連携体制を構築しています。また、課題共有や意見交換
の場を設け、主体的に行動する姿勢を育てるとともに、拠
点・部署間の連携強化により、組織全体の意識改革にもつ
なげています。今後もスキル向上と現場理解を深め、組織
としての成長を目指します。

　不二サッシフィリピン社の設計センターでは設計者不足
が進む日本市場に対応するため、優秀な人材を採用し、不
二サッシグループ向け作図・訂正業務を拡大しています。

（　　　不二サッシフィリピン社 参照）
　また、2022年度から毎年10名受け入れているカンボジア
の技能実習生のうち、7名が特定技能を取得しています。
さらに、外国人留学生向け採用合同説明会に参加し、国際
人材の採用を積極的に進めています。

多能工化・マルチタレント化

国際人材の登用

勉強会風景

一般事業主行動計画の策定

　社会福祉法人メイプル※¹では、設立当初から不二サッ
シや関係会社の技術指導のもと、建材製品を製造し、現
在は障がいのある社員8名がともに働いています。継続
的な支援の結果、当社は2024年度も滋賀県の「しが障害
者施設応援企業」A級に認定されました。不二サッシ大阪
支店も設立時から運営面や製品の製造依頼を通じて支
援しており、2024年度には大阪の大型プロジェクトで
納品するなど実績を重ねています。また、しらたか不二
サッシでは、障がい者の活躍と生産性向上を目的に、「こ

障がい者雇用

人権デューデリジェンス

　サプライチェーンにおける人権リスク把握のため、毎年
サプライヤーアンケート（SAQ＝Self-Assessment Qu
estionnaire：自己評価質問票）において人権デューデリ
ジェンス（DD）の認識・取り組み状況をヒアリングし、そ
の結果に合わせて情報提供などの対応を実施しています。
直近の実績としては、前年に比べて人権DDの認知度が向
上した結果、取り組む必要性を感じているものの何をすれ
ば良いか分からない企業が多く見られました。
　また新たに、不二サッシグループのビジネスにおいて重
要な原材料であるボーキサイトの鉱山について、周辺地域
のリスクなどの調査にも着手しました（関連情報　　　）。▶ P.42

　次世代育成支援対策推進法および女性活躍推進法に基
づく、一般事業主行動計画を策定しています。
　次世代育成の一環として当社の全役職員が働きやすい
環境を作り、また、女性従業員の個性と能力を十分に発揮
できる環境整備の実施に向けて取り組んでいます。
　詳細につきましては下記二次元コードからご覧ください。

Web 【 トップ＞企業情報＞当社のサステナビリティ 】

作業風景

※１：障がい者の就労継続支援を
　  行う事業所として1995年、
　  滋賀県に誕生。

ぶしの家」と業務委託契
約を締結しています。

不二サッシグループは、「経営理念」に基づき、人権の尊重を
サステナブルな社会実現への課題の一つとして、すべての事業
活動において、ひとり一人が、「あらゆるステークホルダーの
人権が尊重されることが不可欠であること」を認識して行動
し、「人権尊重の責任」を果たします。

Web 【 トップ＞企業情報＞当社のサステナビリティ 】

基 本 方 針

▶ P.31

社
　
　
会

社
　
　
会

価値創造の基盤
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Social

社
　
　
会

社
　
　
会

　当社は2025年夏より川崎市にクロッシングオフィス
を建設し、グループ企業数社とともに移転します（不二
サッシリニューアル溝の口工場跡地）。本計画では人的資
本のシナジー創出のため、各事業部門のスペシャリストを
集約させ、動線・内装レイアウト設計によりコミュニケー
ションとイノベーションを促進します。販売連携強化のた

め、オフィスには顧客の声を収集するショールームを併
設、またオフィスの各方位に異なる当社製品を採用しオ
フィス自体もショールーム化します。
　さらに環境面においても、当社新製品である低炭素ア
ルミ建材「Reサッシ　R100」の使用、屋上の太陽光発電パ
ネル設置、当社製品の断熱性をベースとした省エネ設計と
いった特長を有します。

新オフィスへの移転による人的資本シナジー創出

従業員とともに

　少子高齢化による労働力不足に対応するため、定年後
も働ける再雇用制度を導入し、シニア世代の経験を活か
せる環境を整えています。また、育児・介護休業を取得し
やすくするため、妊娠・出産・一定年齢到達時に制度説明

育児・介護支援・再雇用の取り組み

妊娠 出産 　1歳 2歳 3歳　　 小学校就学 小学４年生
産前6週 産後8週

女性社員 出産休暇
医師などの指示による休暇

全社員

育児休業（最長2歳まで） ※分割して2回取得可能
育児のための短時間勤務（1日2時間以内）
育児のための所定外労働の免除

子の養育の支援
育児のための深夜勤務の免除（22～5時）
育児のための時間外労働の免除
子の看護等休暇（1人の場合５日/年、2人以上の場合10日/年） ※時間単位取得可  ※小学3年修了まで
育児時間（1回30分、2回/日）

有給休暇積立制度（最大20日/年）

男性社員

出産手当一時金・出産手当金（健保）
出産祝金（会社、厚友会）
祝金（ユニオン）

記念品（ユニオン）

産後パパ休 ※出生後、8週間以内に4週間まで取得可能

特別休暇
（3日）

育児に関する人事制度

育児休業を取得して
VOICE

　二人目の子どもの出産から1年ほど経過したころ、妻から職場
復帰をしたいので、その間私が育児休業を取得できないか相談
を受けました。
　若干の不安はありましたが職場の皆さんや上司の協力によ
り、3ヶ月の育児休業を取得しました。期間中は妻のサポートを
しつつ不慣れながらも家事諸々を行い、子どもとの時間を過ご
す中で、より一層家族に対する愛情が増しました。子どもだけ
でなく自分自身も成長する
ことができた、大きなメリッ
トがあった3ヶ月でした。今
回育児休業を取得するにあ
たって協力していただいた
皆さんに感謝するとともに、
今後は仕事と育児の両立を
頑張っていきます。

不二ライトメタル　西資材生産一部　松永　直士2

労働安全衛生

　「安全衛生はすべてに優先する。安全衛生なくして生産
性、品質の向上なし」という、トップの決意のもと、決めた
ことは守り、守ってもらい、不安全状態、不安全行動を完全
に排除する職場づくりを安全衛生管理の基本方針として
います。

　不二サッシは不二サッシ健康保険組合と協同で、毎年実 
施する特定検診（定期健康診断）・特定保健指導などによ
り、従業員の健康状況を把握し、疾病の早期発見と予防の
ための適切な管理を行っています。
　日本人の2人に1人が「がん」になると言われており、そ
の「がん対策」として早期発見、早期治療のため、希望者を
対象に「人間ドック」「乳がん検診」「子宮がん検診」「前立腺
がん検診（PSA）」の受診補助を実施しています。また、健康
診断結果をもとに、再受診の勧奨や特定保健指導などの
フォローも行っています。

　近年、日本の熱中症による搬送者数は増加傾向にあり、
当社グループとしても特に生産拠点における対策に取り
組んできましたが、労働安全衛生規則改正による熱中症対
策の義務化（2025年6月1日～）を受けて、対策の強化を進
めています。第一弾として、①事業場における緊急連絡網
および緊急搬送先の作成、②熱中症の恐れがある労働者を
把握した場合の対応手順の作成、③ ①②の関係者への周
知、を実施中です。また、各拠点への熱中症対策のアンケー
トを実施し、結果を水平展開しています。

労働安全衛生に対する基本的な考え方

従業員の健康増進

工場の熱中症対策 動風圧試験場（はるクール施工前）

動風圧試験場（はるクール施工後）

　不二サッシ千葉工場の試験場において、熱中症対策とし
て文化シヤッター(株)製の「はるクール」を導入しました。
試験場はこれまで、夏場は30℃を超える箇所もあり、非常
に過酷な環境となっていました。アルミ箔を使用した遮熱
シート「はるクール」を屋根の内側に取り付けることで、太
陽の輻射熱を受けた屋根からの放射熱を反射し、建物内の
温度上昇を抑えることができます。熱中症予防と作業効率
の向上に役立つだけでなく、空調の消費電力量の削減にも
寄与しています。
　従業員がこれまでより健康で働きやすい職場に改善さ
れることを期待しています。

試験場の暑さ対策！
屋内用遮熱シート「はるクール」を導入

　長男のときは出産後1ヶ月、次男のときは出産後1ヶ月に加
えて、後にさらに2ヶ月間の育児休業を取得しました。自分も
主体的に育児に関わりたいという思いがあり、特に新生児期の
1ヶ月は親として成長する大切な期間だと感じたからです。
　新生児の育児は体力・気力ともに大きな負担があり、産後の
ダメージを負った女性一人では非常に大変です。次男誕生時は
長男がまだ保育園に通っておらず、育児休業を取れたことは大
きな支えとなりました。2歳児と0歳児では生活リズムも異な
り、夫婦でそれぞれの子どもを担当して協力できたのは貴重な
経験でした。
　最も親の存在が必要な時
期に子どもたちとしっかり
向き合え、かけがえのない
時間を過ごせました。子ど
もたちは日々成長していき
ますが、私たち親自身も、育
児を通して大きく成長させ
られると感じました。この

不二サッシ　営業本部・海外営業部　長尾　創1 ような貴重な経験は人生の中でそう何度もあることではない
と思いますので、ぜひ多くの方に育児休業の取得をおすすめし
たいです。

や意向確認を行い、時差通勤・短時間勤務・テレワークな
ど柔軟な働き方を支援しています。育児では、小学3年生
修了まで短時間勤務を利用でき、従業員が安心して働け
る環境を整備しています。

価値創造の基盤
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　2025年6月27日、川崎日航ホテルで不二サッシ（株）第
44期定時株主総会を実施しました。
　当日は22名の株主様にご来場いただき、各議案とも賛
成多数で承認可決いたしました。

　令和6年度「優秀施工者国土交通大臣顕彰及び青年優秀
施工者不動産・建設経済局長顕彰」の顕彰式典が令和６年
10月18日に開催されました。本年度は「優秀施工者国土
交通大臣顕彰（建設マスター）」に当社からの推薦で、不二
サッシ工事共済会大阪支部、（有）ヤオサッシ工業の福田 
浩さんが受賞されました。
　国土交通省では、現場の第一線で「ものづくり」に直接従
事している方の中から、特に優秀な技術・技能を持ち、後進
の指導・育成等に多大な貢献をしている建設技能者の方を
対象として、優秀施工者国土交通大臣顕彰（建設マスター）
を実施しています。
　建設マスターの顕彰は平
成4年度より実施され、33回
目となる令和6年度は452名
が顕彰され、建設マスターは
計12,864名となります。

　平成27年度より、次世代の建設現場の担い手を確保・育
成すること、建設マスターに達するまでの技術・技能の向
上を図ることを目的として、新たに「青年優秀施工者土地・
建設産業局長顕彰」が設けられました。令和2年度より「青
年優秀施工者不動産・建設経
済局長顕彰」と呼称を変更し
て継続され、令和6年度は、
当社からの推薦で、不二サッ
シ工事共済会東京支部より

（有）伊東工業所の伊東聖政
さんが受賞されました。

　次世代を担う子どもたちへ向け、生活に身近である窓の
役割を楽しく知ってもらうために、不二サッシと(株)文響
社がコラボレーションし、小学生向けの啓発冊子『うんこ
ドリル　くらしと窓』を制作しました。うんこドリルとは、
シリーズ累計1,100万部を突破した全国の小学生に大人
気のドリルです。冊子では、「うん
こ先生」から窓に関する知識につ
いて、ユーモアあふれるクイズ形
式で楽しみながら学習できます。
各地域の小学校で配布されるほ
か、不二サッシのホームページか
らも閲覧することができます。

　今回のシリーズでは、当社の「サステナビリティビジョン
2050」から4つテーマを抽出し、それぞれを象徴するピクトグ
ラムを画面中央に配置してメッセージ性を加えました。背景
では美しくかつ見る者の想像力を喚起するデザインにこだわ
り、そこにキャッチフレーズを合わせることによってメッセー
ジのイメージをひろげています。本広告で表現した「不二サッ
シが考える」未来の実現に向けて今後も歩んでいきます。
　また、本広告は第46回「2025日本BtoB広告賞」日刊工
業新聞の部「銀賞」も受賞いたしました。

　2024年 に58回 目 を 迎 え
る不二サッシ工事共済会の工
事安全大会を大阪支部（6月7
日）を皮切りに、最終の中四国
支部（6月29日）まで、全国11
箇所で開催しました。

江崎社長挨拶

うんこドリル　くらしと窓

小学生の野球チームにも配布

開催風景（東京支部）

Communication

コ
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ステークホルダーとのコミュニケーション

優秀施工者国土交通大臣顕彰（建設マスター）受賞

　サプライチェーンマネジメントの強化は、サプライ
チェーンGHG排出量Scope3削減（参考　　　 ）や人権へ
の取り組みなどのために不可欠です。毎年実施している
サプライヤーアンケート（参考　　　 ）に関する課題とし
て、アンケートだけでは思うように改善につながらないこ
とがあります。そこで対策の一つとして、定量的な効果検

サプライヤー支援によるサステナビリティ調達の推進

うんこ啓発ドリルを全国の小学校へ寄贈

定時株主総会

不二サッシ工事共済会工事安全大会

⃝本総会の決議事項
1．剰余金の配当の件：当社普通株式１株につき25円
2．取締役8名選任の件
3．監査役2名選任の件
4．監査役補欠者2名選任の件
5．当社取締役等に対する株式報酬等の額および
　内容決定の件

青年優秀施工者不動産・建設経済局長顕彰
（建設ジュニアマスター）受賞

2024年日本産業広告賞　新聞部門
シリーズ広告賞　第１席受賞

▶ P.38

▶ P.32

　「2024年度不二サッシ建材特約店会全国総会」を、建材
特約店と販売会社・関係会社を含め総勢106名で開催しま
した。総会は江崎社長の挨拶で始まり、愛岐サッシ工業（株）
伊藤社長に特約店代表としてご挨拶をいただきました。続
いて中低層・フロント事業部の方針と重点施策、インプ
ラードⅡの商品説明と今後の展開、住宅省エネ2024キャ
ンペーンについて、それぞれ説明を行いました。
　また、「2023年度建材作品コンテスト」の表彰式も執り
行われ、最優秀賞の（株）加藤商店をはじめ入賞した14作
品に対し江崎社長より表彰状を贈呈しました。

　2023年度は、休業災害0件、不休災害5件、熱中症0件、
火災0件の発生があり、休業災害ゼロを実現しましたが、不
休災害により完全な災害ゼロにはなりませんでした。発生
した不休災害はヒューマンエラーによるものが多く、2024
年度の厚労省の「危険に気付くあなたの目 そして摘み取
る危険の芽　みんなで築く職場の安全」のスローガンのも
と、これ以上災害が発生しないよう、会員一人ひとりが安全
に対する意識を高め、作業手順書の遵守・確認および現地
KYボードを活用して安全作業をすることを誓いました。

不二サッシ建材特約店会の全国総会開催

　当社は、2025年2月20日に開催された「カーボンニュー
トラルセミナー　高まる環境配慮要請への対応」（主催：関
東経済産業局、独立行政法人中小企業基盤整備機構関東本
部）に登壇し、当社のサステナビリティ経営の取り組みにつ
いて講演を行いました。本セミナーは、中堅・中小企業を含
めたサプライチェーン全体でのGXの取り組みについて紹
介するもので、当社は「主力アルミニウム製品からひろげる
サステナビリティ経営」という題にて講演を実施しました。当
社のカーボンニュートラルに向けた計画、主原料であるアル
ミニウムの低炭素化、今後の課題について説明しました。こ
のような講演の登壇企業に選ばれたことは、当社のサステナ
ビリティへの取り組みが社会に認められたことの一つの表
れと考えており、今後に向けて大いに励みとなりました。

カーボンニュートラルセミナー登壇

証が比較的容易なScope3に着目し、当社がこれまでSBT
認定取得やTCFD開示で培った経験を活かしたサプライ
ヤー支援を実施する計画を進めています。サプライヤー
は排出量（Scope1・2）を算定できるようになり、当社
はScope3の一次データ化を進めることができる、Win-
Winの関係を目指します。

価値創造の基盤
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2050年カーボンニュートラルと脱炭素社会の実現を目指します
くらしを支える生態系の保全と回復を目指します
資源循環の促進を追求します

E

基本方針

ハイライト
Scope1+2削減進捗（国内） Scope3削減進捗（国内） 太陽光発電量（全拠点） アルミリサイクル率（東）

-11％ -20％ 5,766MWh / 年 70％

環 境

環 境

社 会ガバナンス

※断熱サッシ販売による削減貢献量：単板硝子に対して当該商品を使用した場合の効果（NEDO「断熱部材のLCCO2評価・算定法の標準化調査」成果報告書依拠）
※太陽光発電による削減貢献量：電力の調整後CO2排出係数、太陽光発電システムのCO2排出係数（47g/kWhと仮定）を用いて算出

Scope3
（t-CO₂e）
900,000

600,000

300,000

0
（年度）2024

675,580

28,793

637,006

2022 2023

831,704 705,920

786,236

38,435
45,046

651,940

-１６.1％

-０.7％
-６.7％

-3.3％

Scope3（国内カテゴリ1・ 4・11）

CO2排出量（Scope3）

Scope3（国内その他） 国外
削減率（2021年度比） 削減率（2021年度比・目安）

-10.0％

-19.8％Scope1＋2

60,000

40,000

削減貢献量

80,000
（t-CO₂e） （t-CO₂e）

12,000

9,000

6,000

20,000 3,000

0 0
（年度）2024

69,313
247

42,114

26,951
8,289

1,580

2022 2023

40,989

367
69,043

27,687
6,121

1,373

70,032
305

42,529

27,198 5,371

1,504

-９.3％
-4.7％

-10.3％-11.6％

Scope1：自社の燃料使用などによる直接排出 Scope2：他社から供給された電力などの使用による間接排出
断熱サッシ販売による削減貢献量　国外

CO2排出量（Scope1+2）およびグループ削減貢献量

太陽光発電による削減貢献量
削減率（2021年度比） 削減率（2021年度比・目安）

-14.0％

-11.1％

2024年度の事業活動における環境負荷

　「不二サッシグループ サステナビリティビジョン2050」
で表明している通り、2050年カーボンニュートラルと脱
炭素社会の実現を目指してCO₂排出量削減に取り組んで
います（　　 　）。この具体的な削減目標として、不二サッ
シグループの自社活動由来（Scope1+2）およびサプライ
チェーン排出量（Scope3）に関するSBT短期目標および
ネットゼロ目標を設定し（2024年認定取得　　 　）、最優
先課題の一つとしています。
　削減施策として、Scope1・2に関しては、工程改善・車両
や設備などの導入による省エネと、燃料転換および再生可

▶ P.22

▶ P.39

▶ P.40

▶ P.20,41

脱炭素社会の実現への取り組み

Environment

戦略

　TCFD提言で示されたリスク・機会を参考に、気候変動
問題が当社グループの事業に及ぼす影響を以下のステッ
プで検討しました。

　分析結果（下表）において影響度「大」としたリスクおよび
機会への対応策に関して、まず、省エネ設備および再生可能
エネルギーの導入や脱炭素関連製品の研究開発は実施
中であり、今後さらなる加速を計画しています。
　また、自然災害の激甚化への対応策としては、各生産
拠点に実施または計画中の取り組みの確認を行っており、
今後の計画に反映していく予定です。

分析のプロセス リスク・機会の財務インパクト評価と対応策の選定

リスク・機会の
特定と評価

シナリオ群の定義
（1.5～2℃、4℃）

財務インパクト
評価 対応策の検討

ガバナンス、リスク管理
　不二サッシグループとして、気候変動、生物多様性や資
源循環に関する課題・リスクはサステナビリティ委員会を中心

に検討し、取締役会へ四半期に一度の頻度で報告し、審議、
諮問や指示を受けています（詳細は　　 　掲載）。▶ P.22

リスク 分類 ドライバー リスク内容 時間軸 影響度 重要度 対応策

移
行
リ
ス
ク

法規制・政策 炭素税などによる負担 自社排出量 (Scope1+2) に対する排出量取
引などのコスト発生 中期 大 大 【Scope1】・省エネ設備などの導入・設備の電化や水素化

【Scope2】・再生可能エネルギーの導入

法規制・政策 再生可能エネルギー価格の
高騰

エネルギー費用抑制のための設備
省エネ化や燃料転換コスト発生 中期 大 大

・生産の集約化・効率化
・排熱の有効活用およびそれを可能にする生産・設備の

最適化

技術・市場 低炭素製品への投資 脱炭素関連製品＊ 1 の需要増加に対応するため
の開発・設備投資額＊ 2 増加

中～
長期 大 中

・脱炭素をテーマとする研究開発の強化
・新製品への投資に関するグリーンファイナンス活用
・脱炭素市場動向の調査と製品への反映

物
理
リ
ス
ク

急性 自然災害の激甚化

【売上被害】
自然災害＊ 3 に伴う営業停止による売上減少

【直接被害】
事業所の浸水などにより被災した施設などの
復旧費の発生

短～
長期 大 中

【短中期】
・排水設備の増設
【長　期】
・工場・設備の防災強化
・リスク分散のための生産協力体制の構築
・重要な設備や在庫への防水堤の設置、床面の上昇

機会 分類 ドライバー 機会内容 時間軸 影響度 重要度 対応策

機
会

資源効率 エネルギーの効率的利用 燃料使用量削減による運用コストの削減 中期 中 中

【Scope1】
・ヒートポンプをはじめとする省エネ設備などの導入
・廃棄物・排熱利用の促進
【Scope2】
・再生可能エネルギーへの切り替え拡大 (PPA、太陽光発電、

グリーン電力証書など )

エネルギー源 再生可能エネルギー発電
設備の導入

太陽光発電や蓄電技術の導入・拡大による、
電力や燃料購入コストの削減 中期 小 小 ・社内炭素価格の導入による省エネ投資の促進

・設備導入におけるグリーンファイナンス活用
製品および
サービス 低炭素製品の選好 脱炭素関連製品＊ 1 の需要増加に伴う売上

増加
短～
長期 大 中 ・脱炭素をテーマとする研究開発の強化と市場動向の分析

・新製品への投資額の増加
製品および
サービス 防災需要の高まり 防災性能の高い製品需要の増加に伴う売上

増加
短～
長期 中 中 ・防災をテーマとする研究開発の強化と市場動向の分析

・新製品への投資額の増加

＊1：省エネ・高断熱・ZEB対応、リサイクル、LCAなどの認証付与、樹脂または木製組み合わせなど ＊2：スクラップ専用炉、電気炉も含む ＊3：台風、高潮や洪水による浸水、自然災害によるサプライチェーン断絶など
・使用シナリオ：【移行リスク】　IEA WEO2023 NZE2050　
　　　　　   　 【物理リスク】　・IPCC RCP8.5　・IPCC AR6 SSP5-8.5　
・時間軸 短期：1年以内、中期：～2030年、長期：～2050年

・影響度 大：影響額3億円以上、中：1億円以上～3億円未満、小：1億円未満
・重要度：時間軸と影響度を勘案して3段階で総合的に判断

リスク

機会

　不二サッシグループは毎年、気候関連問題が経営に及ぼ
す影響を評価・管理するため、GHGプロトコルの基準に基
づき温室効果ガス(GHG)排出量を算定しています。
　GHG排出量の削減目標は、2021年度比で2030年度
までにScope1+2を42%削減、Scope3はカテゴリ1・4・
11を対象に30%削減を目指しています。長期目標として
2050年度までにネットゼロを目指します。

＊1：Scope3の2030年度目標の削減対象はカテゴリ1・4・11です。
※一部海外グループ会社を目標の対象から除外しています。グループ全体の排出量はP.38をご確

認ください。
※Scope3のカテゴリ 14 フランチャイズ、15 投資は算定対象外です。

SBT認定目標 Scope1 Scope2 Scope3

2021年度排出量 28,698
t-CO₂e

49,027
t-CO₂e

830,411
t-CO₂e

2030年度目標
基準年：2021年度

42％削減
▲12,053
t-CO₂e

42％削減
▲20,592
 t-CO₂e

30%削減＊1

▲240,349
t-CO₂e

2050年度目標 ネットゼロ達成

指標と目標

環
　
　
境

能エネルギーの導入拡大を推進しています。再生可能エネ
ルギーとして従来グループ全体でオンサイト太陽光発電
所の導入を進めており、2024年度には千葉事業所に増設
しました（　　 　）。またScope3に関しては、アルミリサ
イクル率のさらなる向上、取引先との排出量削減に向けた
エンゲージメントや、輸送の効率化およびモーダルシフト
などに取り組んでいます。このうち建材についてはアルミ
リサイクル率100%製品の量産化に着手しており、それら
のCO₂排出量の第三者認証取得など建築物LCAへの対応
も進めています（　　 　　）。

価値創造の基盤
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　不二ライトメタル東技術グループでは、環境負荷低減
と、電力量合理化を目的として、節電ユニット「ecomo」を
導入しました。
　2024年12月には、主に鋳造工場が電力を使用している
7号変電所に取り付け、効果確認を実施しています。
　効果については、過去5年平均対比で、2025年1月度
7.7%、2月度4.6%、3月度11.5%の削減効果が出ており、
順調に電力使用量の削減ができています。

　不二ライトメタルでは、原材料であるアルミ新地金に
替えてリサイクル材（スクラップ）の調達を推進し、使用
比率を年々高めています。2024年度には70%を超え、
2025年度第3四半期からは当社千葉工場で生産する
サッシのリサイクル100%への切り替えを始めます。

　不二サッシグループ全体で、廃棄物削減として梱包の改
善に取り組んでいます。
　例として、グループ間で輸送する枠・障子を段ボール梱包
からストレッチフィルム梱包仕様に変更したことにより、
廃棄物削減に加えて関連作業も削減しています。
　他社との協業においても、段ボールなどの梱包材の仕分け
改善による取引業者での再利用促進や、客先への納品時に当
社側で梱包材を回収し再利用するなどの活動も行っています。
　また、こうした梱包改善と併せて、不二倉業では物流改善

（車体軽量化により積載量を高めたSDGs車両の導入、自社
トラック・フォークリフトの燃費管理、鉄道・船舶を利用し
たモーダルシフトの推進など）を通じて、CO₂排出量削減に
もつなげています。

　当社グループ 「サステナビリティビジョン2050」では、脱炭素と並び、生物多様性および資源循環も方針の柱
としています。
　資源循環については、各生産拠点の環境に関する取り組みの一つとして、あらゆる廃棄物の3Rを推進して
います。さらに、アルミ原材料としてのリサイクル材は新地金比でCO²排出量（Scope3）を97%も削減できる
ことから、サーキュラーエコノミーの推進を事業の要と認識しています。
　生物多様性については、従来は地域の取り組みへの参画などに加え、アルミ原材料に関して一次サプライ
ヤーを通じた生産地への配慮を行ってきました。今後はこれに加えて、生物多様性と事業の相互影響の開示に
も取り組んでいきます。

　アルミリサイクル材の調達で最も配慮する点は「品質（特
に成分値）」です。新規開拓先においては、必ず集荷された現
物の品質、その会社の品質管理体制などをチェックし、トライ
アル納入することを義務付けています。また、大手建設会社
との「サッシ to サッシ」の協同事業化検討も進めています。
　このように多様な調達方法を検討しリサイクル調達量の
確保に努めていますが、一方で、社会的なリサイクル材の需
要の高まりも起きています。
　そこで、低炭素アルミの安定調達のため、当社および不二
ライトメタルは、丸紅（株）・リオティント社と同社ニュージー
ランド・アルミニウム製錬所にて再生可能エネルギーを使用
して生産される低炭素アルミブランドRenewAl™のビレッ
ト調達契約を締結しました。
　これらの再生低炭素アルミは当社製品「Reサッシ R100」、

「Reサッシ　グリーン」として製造販売し、社会の持続可能性
向上に貢献していきます（関連　　　）。

　不二ライトメタル西技術グループでは、2024年度に老
朽化したコンプレッサー4台を省エネ性能に優れた新型
設備へと更新しました。
　工場のエアー供給量に合わせた容量の最適化とイン
バータ仕様への変更により電力消費を抑え、水冷式から空
冷式への切り替えで冷却水ポンプを不要とし、さらなる省
エネを実現しました。
　また、補助金を活用することで導入コストも低減しまし
た。これにより、原油換算で年間27.9％の省エネ効果を達
成しました。今後は、各設備へのエアー供給の効率化を目
指し、工場全体のさらなる省エネ化を進めてまいります。

　千葉事業所では、事業継続のためのリスク削減および、
再生可能エネルギーの活用による脱炭素化経営を目指し、
第1工場の耐震補強工事および屋根改修工事を実施し、屋
根上への太陽光パネル設置を行いました。
　導入による効果見込みは以下の通りです。

・電力使用量削減： 2,189,452（kWh/年）…千葉事業所全体の約5％削減
・CO₂排出量削減： 854（t/年）…千葉事業所全体の約3％削減

資源循環および生物多様性に関する取り組み状況環境負荷低減に向けた取り組み状況

　不二ライトメタル西技術グループでは、2025年度よ
り、本社工場の購入電力の一部に、FIT非化石証書、または
非FIT非化石証書を活用した再エネ価値を附帯する再エネ
電力契約を小売電気事業者と締結しました。この契約によ
り、本社工場で使用する電力の一部に、実質再生可能エネ
ルギー電力が供給されます。この実質再生可能エネルギー
電力は、SBTやGXリーグに対応しており、不二サッシグ
ループで掲げたSBTネットゼロ目標の達成、ひいては脱炭
素社会の実現に大きく貢献します。

　当社の温室効果ガス（GHG）排出量削減目標はSBT認定
取得済みであり、GXリーグにおいても設定・公開していま
す。目標達成に向けて省エネ・設備省エネ・創エネに取り組
んでいますが、これらは主に中長期的な設備投資によるも
のであり、サステナビリティ委員会の具体策を実行するサ
ステナビリティ推進部会が目標未達成リスク（可能性）を
管理しています。そこで、当社のリスクヘッジおよび社会
全体の脱炭素化促進への貢献として、カーボンクレジット
の調達を決定しました。2025年度第１四半期より、市場
動向を確認しつつ段階的に進めています。

カーボンクレジット調達

節電ユニット「ecomo」導入 オンサイトPPAを活用した太陽光発電の導入

再生可能エネルギー電力契約の締結

7号変電所400V用ecomo 7号変電所200V用ecomo 太陽光パネル設置状況の航空写真

エネルギー原油換算　(ｋL/年)　　

0

200

400

600

800

更新前 更新後

649
468

27.9％削減

１号機：(75kWインバータ出力仕様)
２号機：(75kW固定出力仕様)

３号機：(100kW固定出力仕様)
４号機：(100kWインバータ出力仕様)

再生アルミとグリーンアルミの調達

　環境事業部では、都市ごみ焼却施設より発生する飛灰の安
定固化装置や早期硬化セメントを含む処理薬剤などの販売に
より、資源の有効利用と環境への負荷低減に寄与しています。
　ごみ焼却施設では廃棄物の焼却により焼却残渣と飛灰が
発生します。このうち飛灰は一般的に、成分中の有害な重金
属（鉛、水銀、クロムなど）を薬剤処理により無害化（安定化・
不溶化）した後、最終的に埋立処分しています。当社の重金
属固定剤による処理は、日本の年間の都市ごみ量のうち約
17％（当社計算）に相当します。
　また、建設工事現場における更地の土埃・粉塵の対策とし
て、ブルーシートなどによる被覆があります。当社はバイオ
マスを主原料とする生分解性の粉塵防止剤を販売しており、
これによってブルーシートに換算して年間約20～50t（当社
計算）の使用を抑制しています。

廃棄物処理薬剤によるCO₂排出量削減貢献

梱包および物流の改善

コンプレッサー更新による省エネ環
　
　
境

環
　
　
境

▶ P.20

アルミリサイクル率目標

※対象は建材事業
※アルミリサイクル率の定義は日本サッシ協会に準拠

FY50目標FY24実績

70% 100%

価値創造の基盤

Environment 環境
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に則り、気候変動課題と生物多様性のトレードオフや相乗
効果も考慮しながら現在検討を進めているところです。

・上流サプライチェーン
　鉱山での採掘工程で水資源への依存・影響がともに高く、
排ガスや有害物質排出の環境影響の高さが示唆されました。
　また、要注意地域として主要な複数の鉱山には水資源、保
護地域、先住民族共存地域が所在していました。一方でリスク
程度の低い地域も見られました。
　事前の想定から大きく逸脱することなく、調達段階で数
多くの自然資本への高い関係性を確認しました。

で分析を進めました。今後はLEAPアプローチにおける分析結
果を踏まえ、さらなる具体的活動を検討・実施していきます。

Locate
発見

Evaluate
診断

Assess
評価

Prepare
準備

2025年4月までの実施範囲 2025年5月以降実施予定の範囲

ガバナンス、リスク管理

TNFD

　自然資本関連のガバナンス、リスクの特定プロセスは、TCFD（詳細は ▶ P.39 掲載）と同期しています。

指標と目標
　自然関連課題の管理指標として現段階で把握している
開示指標を以下にお示しします。
　目標設定においては、「サステナビリティビジョン2050」

戦略

　LEAPアプローチを活用し、不二サッシグループの工場拠点
と、サプライチェーン上流のボーキサイト(アルミニウムの原
料)を採掘する鉱山における、自然との依存影響関係について
右記のフローで検討しました。2025年4月現在、LEフェーズま

・直接操業
　金属製品の製造・廃棄工程での有害物質排出や騒音の影
響、水資源への依存が高いことが示唆されました。なお当社グ
ループは、各該当項目について影響を最小限に抑える対応を
行い、法規制も遵守しています。
　また、要注意地域として熊本県の拠点や他数拠点が鳥獣保護
区やラムサール条約湿地などの保護地域に該当していました
が、水資源や生態系に影響のある拠点は見られませんでした。

分析のプロセス

事業拠点での依存・影響関係、要注意地域の把握

ENCORE分析における依存・影響項目

※同一事業内で複数の経済活動が考えられる場合には結果の大きいものを採択

対象
サプライ
チェーン

対象
プロセス

自然への依存
供給サービス 調節・維持サービス

生物資源
供給

遺伝子
材料 水供給

その他の供給
サービス
動物性

エネルギー

地球規模
の

気候調節

降雨
パターン

調節
地域的な
気候調節

空気の
浄化

土壌質
調節

土壌と
堆積物の

保持

固形
廃棄物の

浄化
水質浄化 水流調整 洪水制御 暴風雨

軽減
騒音
軽減 受粉 生物的

防除

若齢
個体群と
成育場の

維持

大気・
生態系に
よる希釈

知覚的影響
（騒音以
外）の緩和

直接操業 製造
上流 調達

対象
サプライ
チェーン

対象
プロセス

自然への影響
インプット アウトプット

陸域の
利用面積

淡水域の
利用面積

海底の
利用面積

水の
利用量

その他の生
物資源利用

（魚、木材など）
非生物

資源利用
GHG
排出

非GHG
大気汚染

物質

土壌・
水質汚染を

生じる
有毒物質の排出

土壌・
水質汚染を

生じる
栄養塩の排出

固形
廃棄物

攪乱
（騒音、光

など）
外来種の

導入

直接操業 製造
上流 調達

… Very High（とても重要）
… High（重要）
… Medium（普通）
… Low（関連性低い）
… Very Low（関連性ほぼなし）
… No Date（データ不足）/…Not Applicable（不検出、該当なし）

自然変化要因 総面積 土壌に放出された
汚染物質量 合計排水量 排水に含まれる

汚染物質濃度 総廃棄物量 有害廃棄物量 非有害廃棄物量 埋立処理量 リサイクル量 合計取水量
高リスク

コモディティの
合計調達量

指標 不動産明細
土地面積

PRTR法対象
化学物質 水域への放出 PRTR法対象

化学物質
産業廃棄物・
一般廃棄物・

有価物
特別管理

産業廃棄物
総量

－有害量
総量

－リサイクル量
産業廃棄物,
一般廃棄物,

有価物
上水・工水・

地下水
アルミニウム

新地金・ビレット

単位 km² t t t t t t t t t t

合計 641 0.0 2,251,642 5.7 13,209 24 13,184 603 12,605 2,251,642 29,981

環
　
　
境

価値創造の基盤

Environment 環境

戸村 智憲 様　　日本マネジメント総合研究所合同会社　理事長第三者意見（概要版）
元・国連の専門官で、国連戦略立案専門官リーダー、内部監査業務専門官、
サステナビリティ・ESG関連の普及啓発などを担当。国連退官後、岡山大学
大学院非常勤講師、経営行動科学学会理事、上場IT企業アドバイザー、コー
ポレート・ガバナンス・アワード大賞選考委員長などを歴任。

※ウェブ掲載詳細版の書面・動画（日・英）・本意見に
　関する注意点については、本欄に掲載のQRコード
　よりご参照下さい。

PRTR対象化学物質の届出（合計）

化学物質
(t)

ニッケル
および

その化合物

ホウ素
および

その化合物

マンガン
および

その化合物

フッ素
および

その水溶性塩
キシレン

メチレンビス
（４，１－フェニレン）
＝ジイソシアネート

取扱量 12.37 4.75 4.30 3.00 1.88 4.24

排
出
量

大
気 - - - 0.06 1.69 -

水
域 1.76 3.37 - - - -

OUT
PUT

大気への放出 水域への放出 廃棄物 製品

CO₂(t) 水(kt) 産業廃棄物(t) 一般廃棄物(t) アルミ生産量(kt)
61,788 2,187 13,357 95 37,181

生産拠点マテリアルフロー

IN
PUT

エネルギー 水資源 原材料

電力(GWh) 都市ガス(k㎥) LPG(t) 軽油(kL) ガソリン(kL) 灯油(kL) 重油(kL) 上水・工水(kt) 地下水(kt) アルミ投入量(kt)
94.0 6,514 1,818 120 119 57 76 2,056 130.6 36,582

* アルミ投入量(鋳造)では外部購入ビレットを除外、アルミ生産量(押出)では含む

生産拠点：不二サッシ(千葉)、不二ライトメタル、関西不
二サッシ、日海不二サッシ、北誠産業、しらたか不二サッ
シ、北海道不二サッシ、山口不二サッシ、不二サッシ九州、
大牟田アルミ建材、沖縄不二サッシ、不二サッシフィリピ
ン社

2024年度の事業活動におけるデータ集

0 0

産業廃棄物排出量・リサイクル率（生産拠点12サイト）

産業廃棄物総排出量

15,000

10,000

リサイクル率

20,000
（t） （%）

100

75

50

5,000 25

2022 2023 （年度）2024

リサイクル率産業廃棄物総排出量

96.1 96.9

13,35713,481 12,896

96.8

準グランプリ受賞をはじめとする、様々な活動の表彰におい
ても顕著に見受けられます。
　全体的に見て、同社の着実で堅実な経営変革・企業成長の
もと、ものづくりを支える人と技術を大切にする同社の経営姿
勢が、「ビジネスと人権」・DEI・ディーセントワークなどの視野
においても貫かれているように見られます。
　なお、広範な「ビジネスと人権」に関する取り組みにおいて
は、時として、漸進的な対応が求められますが、同社において
も、改めるべき点は改め、現状に満足することなく、企業成長・
株主価値向上・役職員の幸福度向上に向けて、さらなるステッ
プアップが期待されます。

　同社が若手～中堅社員をベースとした「F30プロジェクト」
において、株主価値の向上・企業価値向上・役職員の幸福度向
上において、全社一体となっての取り組みがなされています。
　経営トップ主導で多様で優秀な現場の人材力を活かし、大
小800を超える経営課題を抽出して中長期計画に反映させる
など、組織全体で自主的・自律的な経営変革への取り組みが
見受けられます。
　また、2024年3月に策定・発表した「サステナビリティビジョ
ン2050」に沿って、建築物のライフサイクルカーボン削減対
策や、製造する側・利用する側の社会的責任を視野に入れ、
今後、大量に廃棄が生じると予測されるソーラー発電パネル
の循環型リサイクルスキームの推進や、同社のTCFD対応・
LEAPアプローチによるTNFD対応・ESG推進などにおいて、
単に「儲ける力」が収益性だけでなく、公益性ある取り組みに
なるよう努めている様子が見てとれます。
　さらに、同社の製品や企業メッセージが社会に好感をもって
受け入れられている様子は、「プロダクトオブザイヤー2024」

（日本語版） （英語版）

生成AIアバター
「AI-Tommy」による動画解説

第三者意見
ウェブ掲載詳細版
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内容に関するお問い合わせ先

サステナビリティ推進室
TEL :03-6867-0755　　E-mail : sustainability@fujisash.net

サステナビリティレポート2025に関するアンケート▶

本　　　社 〒212-0058
神奈川県川崎市幸区鹿島田1丁目1番2号
TEL :044-520-0034

東 京 本 部 〒141-0031
東京都品川区西五反田4丁目32番 1号
TEL :03-6867-0770
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